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　　　　　　　　　　　　　　　　　新　春　を・迎　え　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人千曲会理事長山口定次郎

　1966年の新春を迎えるにあたり，母校繊維学部の発展を慶　　　次に昨年は問題が多く，いくたびか理事会を開き各位のこ

賀し，教官，職員，学生の皆様，そして全国同窓生の各位の　　心労を煩わしました。特に救遊統合参加に至るまでの報告と
ご健勝を寿ほぎ，併せて新しい年がいよいよご多祥でありま　　続いて両三年来懸案の，三大学獅糸教育改諮のll訂題を中心に

’すよう切にお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　協織いたし寵ましたことは既報の通りでありますが，後者に

　人は新年を迎えるごとに今年こそはと葺51しい決意にもえた　っいては，臨時総会の決議にイ）とづき，大弓ξ側，同窓生，業

ちますが，この決心もうつかりすれば三日坊主に終りがちで　　　界など．三者の研究懇談会をいくたびかり｝］催霰した。

す。それが人の心の弱さというものでしょうが，一日に朝あ　　　続いて1ηi秋第26回木会定期総会を開催しましたところ，北

りタベがあるように，元且は新しい年を1日V・年から区別し，　　　は北奥，宮城なはじめ南は宮i晴，熊木に至る余国各支会から

．人の心を引き締め，はげましてくれます。まことに不思議な　　　代灘員60余名の諸氏が川席され役f／，地元同窓まじを加え10陥余

ものです。然し自然の姿は時間とともに新しく改まるのに，　　名となりまことに旺んな総会となりました。偲校愛，同窓愛
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容的酬しさを意蝋ているとい才。れ遠見尾根よ噛醜樋む㈱喘滴蹴撮影）櫟後顕酬｝ま徽しないがよいと

ます。そこで私たちはネオスの新しさにともなって，肉休は　　の意見も出て，賛意と反響も多く今後の宿題となりました。

老いても精神的にはカイノスを増し加え若返ってゆくように　　　　次に今回の総会の主要識案ともいうぺき「蚕糸教育改善の

心がけなければならないことをっらつら反省させられます。　　問題」にっいて1ま，これこそ，新旧同窓生のひとしく強い関

こうした形で新しさを加えることによりはじめて「正月は冥　　　心事項でありますが，本紙学部長の挨拶にもありますよう，

途の旅の一里塚」ではなく，心から「新年お目出とう」と慶　　情勢は極めて緊迫しておりますので，ひとり同窓会の意志表

び祝えるのではないでしょうか。　　　　．　　　　　　　　示のみで動かされるような醐屯な性質のものではありません

　さて私は一咋年秋，光栄ある理事長の席をけがしたのであ　　けれども，私は年1回のこの総会では，できる限り実情を把

りますが，年頭にあたり多事であった千曲会の一年を回顧し　　握していただき，その上十分討諭をつくし，統一した憲見が

また本会今後の在り方などを反省してみたいと思います。　　　でれば，母校や外部への要望として頂くよう提案の理由を説

　昭和40年度の一般会務については微力ながら，私なりの努　　明いたしました。討議の内容は別記議事録をご覧願うとし，

力を尽してまいりました。幸に理事，幹事および事務局など　　その結果のみを申せぱ，同窓会も統一的意見は出せないが，

各位の献身的なご協力に加うるに顧問，相談役諸賢のご指導　　文部省，三大学，業界など十分審議を重ねた上で「統合され

により，各部の事業も順調に果すことができ感謝のほかあり　　た蚕糸教育機関は上田または長野県におくよう要望する」と

ません。また最近は全国多数の支会や部会が活発になり，学　　　いう結論をえたわけであります。

科の別や年齢の差別もなく，出席率もよく同窓生聞の親睦の　　　終りに千曲会の在り方にっいては最近の中心問題であり，

実を拝見することができ，まことに心強く苔びにたえません　　この辺で根本的に再検討をカnえるべきではないかという声が

この支会の運営活動については，支会長をはじめ幹事諸氏の』　高まってまいりました。すなわち，おもに千曲会本来の同的

一方ならぬご尽力を忘れることはできません。本会の財政に　　財政向上の悩み，学内理事などの在り：方，役員構成，賛助員

つきましては年間収支予算僅か｝こ130万円内外で5．000余人の　　　と正会員の関係などにっいてであります。なお母校と同窓会

会としては貧小なものですが，各担当理事の熱意により事業　　とはともにつねに表裏一体となって大学の隆昌発展を祈るべ

は相当な効果をあげていると自負しております。然し最近数　　　きものであることに変りはないのですが，母校の変革という

年間の会費納入率は金額にして約37％で，従前よりはかなり　　ような大問題になると，相互の意見の相逮や多少の行きすぎ

よくなりましたが，資産造成に一段の工夫を必要としており　　も起りやすく，白治侵害の誤解も生まれるおそ九もあるので

ます。次に「会報」は目に見える唯一ともいうべきもので，　　今後千曲会は何う在るべきか，目的，事業，役員構成など，

毎年いろいろに議諭されますが，とに角今日まで全会員に配　　いろいろ考え直さねばなるまいという議論もでて来まして，

布しております。一昨年発行の名簿も，大変好評で売行きも　　これ等は今後の重要課題として残されています。多数会員諸

よいようです。この他厚生施設の理髪所も学校や同窓生のた　　賢の新春の宿題として，ご高見を承まわることができれば幸

めに奉仕しています。御代田の寮「楓荘」は夏の利用率正に　　　であります。以上新春の賀辞にあわせて千曲会の現状報街と

相0％であります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愚見を陳べてごあいさつといたします。
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　　　　　　　　　　　　　　　母校この一年の動きについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ，，州人学繊荊L学部長　　～」、　　泉　　　；青　　　明
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紅蜘ている．この焔は・1災後の一ピづ一・セ酬胴一る　嗣鮪の己刷・哩『る会・喪」が蹴された・こ膝・f噛・1］
ブ、学志願古の激増の旧態にも閉〕虫してますま『1一激しさな加え　　　提林省蚕糸試験場長口‘1川忠姐氏を工nにとして10余1鄭こわた

大学はいまいわぱ大郷ll月に倦会してい捉ほえる・オ・　る硫の糊ミ，牌別斜・崎えて畑省に坦ホ’1いζ・
が糊隅　としても全く，この7鋤のらち外に必る已を11’1・その肝とす剤τは「珊Lの3蝉嚥糸散俄！齢凸へ
さす，とくに学部の麟にIllヌこして，他の蝉よりもい・そ　さオ人態融り・雑して「てこいれ一ぽせね些・継界副

う浩1酸化を企賦くさ晒才・り・とくにこのほ剛疏　恒劇1賭の鮒幽ごと迎‖　疏るて紡‘・・これを改
こった変化は未だかつてない敵しいものてあった。　　　　　　　1ウするには蚕糸学の教讃は狼蚕と迎糸を一・‡「llた体系のもL

　以下これらの動さについて概略をご出告する。　　　　　　　　において，蚕糸学利とし，この学利は繊ホll学部及唖｝、t．L学坦

　　　　　　　　一般教育の統合について　　　　　　　　　　　においては育成に困莫｛1かあるので，これ川野’∫：部において行

この一馴に木学服紅・た｝ひのw眠刷1時の　うべさて踊」な紅の答1恒如・は脇湖じて伽触
搬肺統合の繍諒って，惜［1もこれに馴｜することを1λ　か，1昧硫らば3プ・脚・虫細係学利｝＞tこれ相力11rに統

気：したことてある．にごに恒／訓楓醐・ついて1よ千　合し・規榔小さくな・ても1船の脳充～こをて㌶だ馴
曲創乏疏細・報｛1・したのてこ肋の・とと思う・現イL矧｛・てゆきたいとい沌｜1・1が類飾よひ姻lf↑内に篶ぱ

簾瓢7蹴當元㌫麟謡㌶1麟‡麗匡蕊畷灘罐崖資
う勢に従うという情勢にある。このことについて1‘1州人学も　　は90名程度とする。学‡1には）人学院をおき，別に4研究音ll門

一碑以来誠会におい噂・∫恥1疏甑ねたが，オ・澱お　からな騨部lw属唖剃酬1究施践’紬たい」とある・
よび鮪学部ゾこけが反対の1患良副じCきたがパ年の孝ノ」め　一方・蜘省内に設置されてし・る臥学・蹴掘f∵剛究協・海

教齢部が松木の分校を廃止し・醐郁参加するというi／Cu　会」において路の麟嚇1会で願糸編はノ！1と惜llにおい

醗表して以来，本学部を除く他の学欄全綱論勧励‡｛1　て行うことを3脈姻伏回鵠1礼ている・
鞄る蹴に一致し鰍た，判1剛題の允生以来いく展か　以上蚕員会およ破治の鯉が1：ることにな吐当学
樋審縮里ねたが，拠の鞠；纏のふ向，牲の栂，　部1こ蹴する編膿剃と繊ぽ曽賠あ酬細係・髄｝ま
文部省の強硬な態良などによって〕塗に，統合にふみきらざる　　本学部には苫『置不可能になり，これを提学部しかも1ケ所に

酬ない賠をすることにかた。このため長鞍施して来　始せざるを継v’ことに魎される・
た一臓舵専門端輔蛤させた撒ある糎形㈱つい　この問題については当学部では問題の発4二とともに直懸
に放棄つるの止むなきにいたった。私個人は人格形成のため　　糸教育に関係する教官・学『号［1将来“卜画委貝会ならび｛こ教官会

の一般教育は各学部において蔦・門教育と1蓄着させて4年閥に　　議等において鋭忌検討中である。幸にこの間題は本日の総会

わたって丁寧に扱うべきてあるという持論を今もって棄てて　　の議題にもなっているのて・詳細はその時に説明したい・

いないが，文部省の「大学設置基埠等研究協議会」の一般教　　その他
育の修得単付縮少の答申によってもわかるように一般教育の　　　昭和39年度から発足した本学部の入学院修士課程｝まその年

軽視の風潮，臼木の大多数の大学が一般教育を1ケ所で行う　　の入学者は僅かに4名に過ぎなかったが・木年4月望入学者

という大きな流れ，さらには信州メ、学および学部内教官多数　　は14名を数えた。入学1星は入学者を厳選し・格調の高い研究

の意向によって，いつまても自説を固執することが許されな　　課程を企図し木学アカテミヅムの基調となることを期待して

くな。た．しかしブ・とえ1・1の紗・卿　ても全大学の牲　・’るが・紅学生は蜘に禦4ふ大学院融鶴苫か鯉

㍑鴛㌶ξ蒜欝蒜懸讐纏誌蒙≧曇驚ξ　㍑㌔灘璃鴎6蕊ζ芸㌶麓鵬蕊鷲篇
ことによって祝凹を広め，人間をみかくことけ，やがて社会　　4ト鹿の入学占は第一期として13名を内シLした。

に出た場合いろいろな点て役にたつことはありうることと考　　　　研究面の開発についてとくに申しあげたいことは待望の1蔑

えられる。われわれは一般教育統合という条件下において，　　分子工業研究所か国立研究施設として正式に来年度の丈部省

今後思いをあらたにして，学部の教育研究にてきるだけの力　　予算に61上されたことである。これは年末の大蔵省査定をパ

をつくしてゆきたい覚悟てあζ、。　　　　　　　　　　　　　　スし，国会を通過すれば来年4∫］から発足することになる。

　　　　　　　　蚕糸教育の統台について　　　　　　　　　　本研究所は学部の切なる希望によって木学部改新期成同盟会

　木学部におこっ醐二砿きな問題｛ま全国の酬学閃係学　の酬金1・よって21了坪の研究室を新築した・いわば学部仏
利の統合という問題てある。このことについては最近の千曲　　　設の研究所てあったが・幸に研究業績が叉部省の認めるとこ

会報に山口理事長が訂しく報告されているのてご承知のこと　　ろとなって正式に国立移管が問題になったものである。

と思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品分乎工業は原子力産業，電子工業とともに第三次産業革
　日本蚕糸学会には一昨年頃から日本の入学における蚕糸教　　命の一つの柱として，急ピソチをもって進展している新興産

育の改菖をはかるために，3入学の蚕糸教育関係の学科を1　　業てあって，プラスチノク，ゴム，接着剤，金料その他の原
ケ所に集めて質的向上をはかりたいという考えがあった。理　　材判として金属，オ・材，陶器などに代替され，将未の発展に

由とする所はこの頃の蚕糸関係学科の志頗者の激減，学生の　　　目をみはるべきものてある。繊維そのものも勿論，その一方

質の低下，蚕糸関係プロパーへの就職の減少によって学利の　　を代衷する高分子物質てあるが，その飛躍的発展は高分子学
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の基礎の上に確立されるべきものてある。われわれは学部の　　である。

性格を単に繊維というせまいフィールドに閉じこもらず，よ　　　次に学部の建物にっいててあるが，昨£F9月から茄工した

り基礎的な高分子工学の広い基礎に立脚して教育と研究を進　　。II逮宝専用の建物608LP，たらびに繊維化学工学研究室600坪

め学部の特徴を発揮してゆきたい念願てある。高分子二L業研　　　のうちの残り平分300坪はともにオ〈年3年末竣工した。この

究所の研究部門は高分子物性，紛子合成塙分子成型赦　うち、繊室輔建物は鋤棚失した1財・館429坪の酬で、b
引線高分子学の4部門を予定しているが，来年はこの中の一　　　って，この復興については千曲会々員各位の多入のご心配に、

蕗ll門から設置し，このために将任教授以下6名の所員の配当　　あずかったが，拘こ近代的新装の建物に生れかわり，4月以

をうけることになっている。幸に国会を通過すれば，メ、学院　　来気持のよい授某を杭けている。なお昨年からN卜画していた

とともに木学部の研究面の逃展1・宙与す研きわめ’砿きい　猫臆脚1θ・研究室683↓Pl北の朋に担二し氾ト3脈に

ものと確イ謂’る・なおこの研獅1培らに剛船の制紅　レ蹴1妙耽てあるパた撒ノ1・：・削畷室108坪の蹴築
よってもう100坪を増築する百1画でこの12月から茄」この予定　　 も決〉£し，すくに着．L寸る僧てある。

　　　　　　　　　　　　　　千曲会総会に出席して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一とくに蚕糸教育のあり方について一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮下久吉（蚕32）

　Oはじめに　　　　　　　　　　題である。
　筆右は母校卒業後既に20年以上経過したが，この間最近の　　　○蚕糸業を世界的視野で考えよう

2年間を除いてその人半は蚕糸行政の仕」1に携ったものてあ　　　世界における絹の需要は年’ド5％の割合て仲びており，こ

る。小生の経験から考えると囚在問題｝こなっている蚕糸教育　　　の現父からすれば或糸業が人粕1ことって必袈な産巣であるこ

のあり方をめく・る論議には何かある何物かが欠けているよう　　とは疑問の余地は煎レ・。しかしrl本の蚕糸業が年率5％の割

に思うのてある。今回の総会において蒲生名肖教授を始め，　　合で伸びるかど）かには疑｜1！1がある。いうまてもなく五糸業

猪坂直　氏・Wぱ吾氏’μ体友之丞応1糠忠術内勲始　の」、§てある4顧業の鋤蔓1こ三腰刷約があるからてある。価
め，母佼の小泉学部長，山Fl教授，野口教授，田口放授，松　　　格安フi三制皮もあり技術普及粗織も完備した柾蚕業・うミ何故に停

融撫の麟された識見には感壷名深く拝耶け緬とがで　｛帯しているかとい鵡小蜘，嚥の部が企業的ぺづ1・
き・かつ流石に千llll会のリーダ｛として角度は異なっても県　　のり得ない弱点をllしてい¢5からたと考える。っ柔り処蚕の

越した識見にっいて伺うことができ人刑嬉しく思った次第で　　　λ・は桑であるか，これはL体においてけ一ト中収獲すること

ある。とくに纐生先生が学部の意見と業界の栂見の対立はお　　　はてきない。これに対し戦後急速な発展を見ている畜庶は，

かしい・真理は一ってあると強調されたお元占は，今後母伎に　　イト間飼育てきるという瓦所を1」し，企某的農業としての条件

おける蚕糸教育問題を諭議づる姿勢として根木的に里要なこ　　　をもっているのてある。侮室ピニ声ルハウスTの園芸一｛’r物に

とと思う。しかしながら小生の拙い経験から中し上げるなら　　　ついてもこのことは訟える，今捉云うまでもないが，Fレドの

ば，学佼当局と業界の意見が一致するためには，蚕糸業の将　　農村はイ」史以来の大変励期に際会しており，その最も鵬著な

来に刈する考え方について一歩前逃した考慮が必要のように　　現象は労働力の減少てある。農又を本気てやるIll年辻の志1句

思うのてある。小生のこれから述べる見解が果して妥当なり　　の大品1分が畜産と園芸に止中していることには理山があると

や否やということは広く会員各位のご批判を頂かなくてはな　　　思う。需要の増大ということの外にこれらの股業が企業とし

らないが，蚕糸業を離れた職場に居る一人の牢還生の考え方　　　て成立っ要素を抽っていることに吾々は1．L意しなくてはなら

として若しご参考になる点があればと思い筆をとった次第で　　　ない。つまり小生の考えてはこのような特質をもつ畜肱，閲

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芸と競争しなければ増産することのてきない孤糸業は日イ×国

　○学校と業界のジレンマの原因は何か　　　　　　　　　　内においてはその発展に限界がOるといいたいのである。蚕

　この度の総会で山本名滅の巧みなる司会によって，蚕糸　糸某の簸に限界が～bるとあれば人学における蚕糸教憎》云
教肯の問題点が始めての人にも理解できるように提示された　　　々されるのも当然と云わなくてはななない。結諭から云うな

ことはまことに幸てあった。小生も次々といろいろな角度か　　　らば蚕糸業はn木国内のみて若えす1こ国際的視野て考えよと

ら多面的に展開される蚕糸教育の問題の所在が・かなり判っ　　いうことてある。とくに今後国際的に見て東南アジァに対す

たように思うし，学校と業界（とくに千曲会関係）の乃1見に　　る日木の役割が大きな期待を寄せられているが，これらの国

・は夫々言い分があることがはっきりしたと思う。蚕糸教育を　　の農業人口は80％以上という我が国でいえば明冶初年の水準

しても，卒業生を五入i蚕糸会社が採用しないという現尖て数　　　にあり，これら後進国の経治発展は農業を中心として発展さ

育できるのかという学校側の芯見は端的にいって入学側にお　　せることが肝衷だとされているのてある。しかも自然条件は

ける根本的な問題だと思う。仮に蚕糸学部を作ってもあと10　　11木の比でなく喪蚕の年間飼育も司能であるから，日不の技

年持っかどうか疑問だという小泉学部長の見解は蚕糸某の現　　　術と資木によって東南アジアのある国の蚕糸業を開発し，日

愁から考えるならば当然の疑問てはないかと思う・他方業界　オ・の蚕継と一休と砲ような運営の掠を採用するならば
が多年の歴史と伝統と研究業績を誇る口校から蚕糸教育をと　　低開発国の経済聞発と日本蚕糸よの拡大の二兎を追うことが

り去ることにしのびがたい感情のあることも小生は同窓生の　　可能てあると思う。もしそういうことになれば蚕糸専攻の大

一人として良く判るような気がする。結局小生は両者のジレ　　学の卒業生も東南アジァの指単者としてかなり需要されるも

ソマの原因は日本の産業の巾に占める蚕糸業のウエイトの縮　　　のと思われるのである。このことはパして夢物語ではない。

少にあると思う。学校側と業界の両方の要求を満足する条件　　現に昭和初頭において東南アジアで企業的養蚕を尖行した経

は，i蚕糸を専攻する大学卒業生に新しい職場を提供すること　　験者から筆者竿の聞いたところては，ある条什さえ整えば尖

とができるような環境を作り出すことができるかどうかにか　　現の可能性は極めて入きいと思われる。いつれにしても蚕糸

かっていると思う。果してその道はあるかどうか，それが問　　教育の問題を号えるに当っては，盃糸噂攻の牢業生の行先に



（4｝砿159（階和31年6月1相館8種郵便胸認可）千　曲　会　報　　　　昭秘1刺月順

ついて先づ考慮す硅とが鰍で鋤，そのためには世界的　酬1≒形の蹴醐・抽のと・M・は処てし漁掴鋤コの

驚立・て蚕糸業を蹴酬汐七しないと私は⑭で瓢當》欝綴㌶漂灘ξ㌫
　○お　わ　り　に，　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。小生はこの際10校から誕糸教宵を，｝二りノミることの結命

　養蚕機械化，1、働繰糸機，軟化病，桑阿睡臥倍数休）の例　　を急力9ずに，澱校に蚕フ｜救育a当；亡く（形は問わ！仁い）にはど

をとって考えても，いつれもこのような画期的な研究が母校　　 うしたら良いかという観点で前向きに、；倫議されることを期待

もしくは卒業生によってなされていることは周知のli二実であ　　　したいと思う。’

る。これは千曲会が誇って艮いことだと私は思う。若し母校　　　　「50有余年に亘る側：校の鷹史から三（il糸の二｝1を簡単に11亘り

から蚕糸教育が失なわれたら，これらの成果はどうなるのか　　去ってはならない」。それは騰史磁肖いた多数の先lli！［iに対し

これらの立派な卒業生もよい所力sなくなるが，それでよいか　て大そうタξ礼であリピ治の誤1バ瓢で備’ぽい・・
これらの成果には本人のみならず夢ミは母校及び千曲会員の有　　　（40．12．別己）　（筆者は磯林省農政1“）普及教了」課教イ測1長）

　　　　　　　家蚕における褐円斑紋の変異に関する発生遣伝学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒲生卓磨博士論文紹介

　蒲生氏は信州大学繊維学’、6養蚕学科（学蚕5回卒）を昭和　　　ような推；諭に迷した0

32年に卒業し，さらに向学の志に燃えて九大農学部大学院に　　　禍1コ］斑の発現度は斑紋原鍵1§の形成を抑IE寸る」のに働く優

進学，そこで林祓二郎前敦授や筑紫春生教授の御指導により　　｛ξliの1司義迎伝子のt的関1系によって第一力↓閲’r」に支配され，し

上言醸題に関する研究を遂行してきた。その糸線，永物努　かもその同義遺伝初斑紋鋤蹴り（畑三休内外の環境｛硫ぴ
力と研讃による成果が認められ，昨・1：の1月栄えある農学f1亨　　て変匝されやすいのである。禍円以li紋巡伝乎（L）の作1川よ

士の称号を九大農学部より授与された。　　　　　　　　　　　　　これらの遣1云子と，内外の環境との相：∫ll的な作戊ll結果として

　学位論文の内容について極く何単に紹介すると，Ill常蚕で　　形成される原基に立脚して，斑紋部位の殼色と組繊変化を行

は第5環節に1対の半月紋と第8環節に1対の星状紋を現わ　　なうにすぎないものである。
すのに対し，褐円斑紋澱伝子をもっものは胸腹部環節の背而　　　　また苗［紋原基の生成が内外の環境によ・コで変酌することに

に何対もの大きな褐色斑紋を硯わすもので，しかも種々な条　　ついてさあに詳細に調べたところ，卵捌の催1∫温臓が15°G

件によってその発現が異なるものである。同氏はこの禍円斑　　　の場合に．は25°Cの場合より常に発現値ヵnく｝なるが，発現

の現われかたについて追伝学的，組織学的ならびに発生学的　　　値が最大となっているものでは温度に影蜥されず」，掲円斑の

に詳しく調べ，禍円斑紋形成の機構を主として発生学的見地　　発現度に変化が認められないことを知った。温皮の影響を受

から攻究したのである。　　’　　　　　　　　　　　　　　　ける時期は胚子の反転前期から反転後1切までの約3日間であ

　褐円斑の発現に著しい変異性のあることは早くから知られ　　　る。

多くの研究者によって遺伝学的研究がなされてきたが，まだ　　　　さらに感温期の温度による斑紋の多溌効衆は25°C力鹸少

定説をみない状態であった。そこで同氏はこの点を明確にす　　で・それより低温または高温になるに従って増大することを

る意図をもって，温度がどのように褐円斑紋の発現数に影響　　発見した。、しかも感温期にあたる反転期の3日開は口正紋原基

をおよぼすものであるかを，組織学的ならびに発生学的に研　　の分化の初期に相当することを実験発生学的に究明し，その

究し，次のような見解や結果を得るに到った。　　　　　　　　結果反転期における温度は退伝子の作用に蔵｝妾影懇するもの

　褐円斑の発現は，環節ごとに働くそれぞれ別個の遣伝子の　　ではなく・胚子の発育速度を変班することにより原基形成量

作用によるものではなく，褐円斑遺伝子が環節全体に作用し　　の差異を導くと云うような働ぎをもつものか，あるいは抑圧

その作用程度の大小によって斑紋数の多少が表現されると考　　的に働く同義遣伝子の作用に影響を及ぼして，斑紋原基の形

えられ，斑絞数の多少に応じて異なる発現値を設定して褐円　　成に差を生じさせるものと推諭した。

斑の変異分析を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後にζの推論の正しいことは・発育の早い系統を用いて

　交雑および選抜実験から，斑紋数の中間のものほど発現の　・　の交雑実験や越年卵およびそれを非休限化した卵を用いた芙

安定性が低く，交雑した場合とくに雑種第2代（Fz）におけ　　験からも，裏付けられると述べている。

る分散は急に大きくなり，それからの選抜の効果は発現値の　　　以上が蒲生氏の学位論文の要旨であるが，氏は現在農林省

商いものほど強力であることがわかった。また種々の正常系　　　蚕糸試験場に勤務し意欲的に研究を進めている。蚕品稲の性

統や劣性の多星紋（ms）系統との交雑後代に発現する禍円斑　　状調査の仕事を生理遣伝学的立場から行ってみたいとももら

の変化の状態とか卵期における保護温度の相異などによって　　している。今後益々立派な成果をあげ，蚕糸業の発展に寄与、

どのように発現値に変化が認められるかを調べた結果，次¢）　　されることを期待するものである。　　　　　（文責武井）

千曲会員名簿残部整理

昨年発行した会員名簿は残部約300部となりました。

この整理のため頒価1部200円，送料別に90円です。

（発行当初は300円，送料別に100円）

ご入用の方は本部宛至急御申込下さい。

．社団法人千曲会動静部

　　　短　篇　童　話

初馬　（古稀記念刊行）
戸倉八峯（蚕2）編集
　　　　　　　　　　　　B6版　37頁

　　千曲会員頒価　旧0門　『：20円

畔］込所　静岡県袋井市高尾

　　　　　　　　戸　倉　’八　峯

　　　　　　　　振替口座　膓｝ミ京　1・550



昭和41年U］順　　　　r・　曲　　会　　報（瓢籔賜潟）　品．159（7）

　　　第26回千曲会定期総…会記事　　　◇詔C（，醐几）三戊ヨ支会は39鞭鍋を40鞭になって納

　11月23El恒例の本会代議貝総会は酎校第1令議において午　　　入過年度会賀として40年度に入っているので，別紙資＊］支
前十時より開催された。出加」北は北奥支会から南宮崎支会　　　C別会費h勺入調のとおりてある。
にいたる29支会から代・義且，役口，会員：198名lll｝li‘，いまま　　　◇花岡（1、】1《訪支会）会賀納入額は支会還元分も含んで表ホさ

でにない盛会てあった。川梨支会からは祝電，石川支会外10　　　れているか。
支会から蚕任杁が捉川された。総会～欠第け次のとおり①酬会　　◇白井（’ll務局）会四企額鬼示である。

のことば，m口理Tllによって聞会。②理Tl辰挨拶，川口理1「　　◇小川（∴τ岡、と令）711’平部分林にっいて説明されたい。

艮より各支会代識員が多忙の中をlll席された、1射辞があり，木　　　◇1川ll理一ll紀元2600イn己念植林したもので菅叩人松山（現

会の守業概況と総会の議題lllに茶糸孜育について十分の意見　　　スキー1易の反対側）地猟2丁8反8畝で，40ケイ1したら伐
を聞き酋所したいと挨拶があった，；繍llは疋」川年頭挨］夢を　　　氷てき，　ll又人は国3分，民7分となっている，戦後千山10
参照されたい。③名脊会艮挨拶，小泉学｝｛限から母k－4Fの　　　の1｛理とし，収人は千曲会50％，学部に50％を備品寄lflす
動きについて教旋統合問題，蚕糸敦Wの問胆笠について述べ　　　　ることになっている。
茶糸教］勺問胆については教官会議，学部将来1；印幡n会＾ICて　　◇石塚（北奥支会）’ll別会計と1ワ生施ll翅1（の関係はどうか。

研究中である。昨年允足の入学院は遂次充史し㌣d三もよく勉　　◇11川川』rh　牡卿J会111け以lli∫別所に1セ同た1亨生施設を他に譲

強している。砧分予コニ業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汲した資金て今肱の楓

聾支会山木友之丞氏・副　　・　ゾ．（　　　　　　　、、　、　・　．、∵．顎咋．．・　見を11臆たい。
疏長愛知支会小山田峻氏　　　　　　　　　　　，．㌔、　“　　…　　　㌔　∴’パ怜。烈∴　㌧〉◇山1こ1理Tll瓦　研究者1こ

と決定した。　　　　　　　　・　　　　　　　　㌔㍉・　　　・ノ㌍“　r㌃、’・“”い…ら　　・　ついては褒賞の制度が
　山本議長から挨拶があ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　あるが戸一般の場合は
り議事録署名委員に石川博，箱山佳夫両氏が決定した⑥報告　　　研究したい。
事項（D一般会務報告，田口理事から理’｝∫会，臨時総会監豆h会　　　ll程議題に人る。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

等経過報告，支会の活醐人況，会貝の現況，新人会貝との懇　　　◇山木議長　議案（2），（3），（4）を一括審議願いたい。

談会にっいて，会費納入状イ兄，本nの総会の出脇状況につい　　（2）昭和41年展歳入歳出予算1こついて（本部提案）
て報告があった。②臨時総会後の経過報告，山日理・1∫長から　　㈲会報発行縮減について（〃）

蚕糸教育については学内教官，卒業生，業界で十分研究する　　㈲入会金増額に伴う定款の一部変更について（〃）
必要があるとの臨時総会の決議にもとついて行わ｝じた事｛芳連　　　◇町m理・ll捌［1議案について別紙資料の説明あり。
絡会（常任坦事会）学部教官と，業界人との研究会，艮野県　　　質　疑
蚕糸業振興会に理事艮が説明に田席したこと，学部長名て業　　◇花岡（諏訪支会）入会金は入学のさい終身会費として一万
界人との研究会の聞催，文部省主借の3大学協訟会に田席等　　　円徴収したらどうか他大学の丈例もあり私立大学に比して
詳細経過報告があった。（3）動静部幸11告，関理事から会貝名簿　　　極めて安い。会報の学術的のものは学術誌にゆつって1会
の発行結果報告があり，各支会の協力によって会社広告の幹　　　員誰もが硯しめる記事にして慾しい。
旋を戴き又会員名簿の購入等好成績で一般会言iに残金一那を　　◇西沢（上小支会）花岡氏の発葛は重要であるからもっと討
繰入することが出来た，残部数は整理のため一部200円で会　　　議され度い。
員に分譲する。㈲厚生部報告，三石理噴から厚生施設楓荘の　　◇花岡（諏訪支会）総会で入会金だけ定めて集金方法は事務
設備状況と会員の利用状況について恨告あり，木年は7月に　　　局に一任する。
は利用者がなかったが，8刀は連n利用者で盛況てあった，　　◇北条理市　来年からぴ入学生は松本市に1ケ年行くのて，
近くの御代田町営ツリ堀運動場施設が完成したのて今後一層　　　　1万円を急に集金することになるとむつかしい。
利用されたい。㈲母佼火災復興資金報告について町田理宮か　　◇小山（静岡支会）終身会費には色々問題があるので慎重に
ら尖行委貝会から理事会に引翻1さ牙τた資金その後の現況説明　　　して慾しい。

があった。⑥上田繊梢日1学振興会事業について北条鯉市から　　◇野口顕問　この間題は将来検討するということにして慾し
研究助成，学会講演会等事業報告があった。lll木譲長，報告　　　い。
事項について一括質問に入り異ぶなく承認された。⑥議事α）　　◇武m（埼玉支会）木支会でも会費の納入率は極めて悪い，
昭和39年度歳入歳山決算について（木部捉案）町田担当型E事　　　特に若い層の納入がわるい，卒業生についても終身会費を
から別紙（正月号9頁）昭和39年度歳入歳出決獅こついて遂　　　考えてもらいたい。
一説明があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇町m理事　次回総会に提案したい。
◇山木議長　監査結果報告を1瓢1います，北条万郎右術門監事　　　◇山木議長　会報の発行について慧見は。
　から11月】7n監事会を開いて北条，稲地，山崎3名の各監　　◇田け（愛知支会）年10回発行を確保されたい。
　事により粘細な監査の結果異常なかった。　　　　　　　　　◇Z］川理∪｝｝　会報の学術面が会員よりの批判があるので，こ
◇山本議長　質疑はないか。　　　　　　　　　　　　　　　　の面は学会誌にゅづり，会報は第5緬郵便物として年4回
◇森力雄（三丹支会）三月支会の39年度の納入率は少いがど　　　発行を考えた。



（・）劇5・（敵輪碑6月18日鯖3毬郵便物認可）千　曲　会　報　　～．＿璽竺年旦！□＿

曙講罐磯藷撒麟1灘？壌◇聯蕊講；・・か・嚥酬・・…掴・川

難豊蹴i罐麺窪至1＝8撒罐竃：羅糠蹴1，あ
◇鷲竃ま署1鱗ξ竃幽懸1欝鍮霧　◇魏5糎霧㌫需念禁簾翌㍑齢懸犠

　の農学分野におく意見は7人委員会の構成から当然。絹糸　　　見統一の必要はない。
　加工を蚕糸から離してはならない。学問は地方に分散して　　◇中島（宮崎支会）このような大きな開題につい℃口見をま
　行く傾向にある今日場所は艮野か群馬であろう，長野は第　　　とめたにしても学部長にそれを強いることけ良くない。褒1〔

　一であろう個人の考えとしては蚕糸学部を長野においても　　　理1に嵩見をまとめることはわるいと思う。

　舘露簸雲犠鰐穀雛論‡；；～隷藁喜　◇裏顯警翻註恕貿邑号蠕‡ま護ζ日£儒魁：

　にとっては以上の方向に進んで慾しい。　　　　　　　　　　　と思う。
◇磯副理事長（長野県議会議員提政委員）業者から統合反　◇山木議艮三校の統合し踏糸学部を上mな中心とした人

　対の声がある，知事，氾政委員会は蚕糸業の現状から考え　　　野県におくζとを望む・拍子によってこの歳題の審浪は糸冬

　て統合反刻である。社会丈教委員会としてはやはり反対で　　　了した。

竃璽誉螺㌶：華謄竃竃1翼墨曙婁竃妾㌶羅議▲纏総瓢織
　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究に使途したいo

◇塩（福島支会）繊，暇両氏の意見1こ餓，府県㊥業　◇田川理事実｛頂員会1轍のさい学生会爾酬一るのが適当
　試験所ては大学新ヰを非常にほしがっている。　　　　　　　　であるとの結諭であった。
◇中島（宮崎支会）大学に関係するものとして発言，大学教　　◇山本ぷ長　この問題は理‘lf会に一任ということてどうか。

　育は現在転換期に来ている，大学は悩んでいる，学校当局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弦成決，L）

　はその運営において女部省相手て仲々囚田1てあるが，地域　　（8）賛助員の姐挙について

◇欝認を麟職還難舗ξ品ζ膓2豊曇＿っ　◇懸竺‖室蕊籠18饗靱鞭性難晶［齋2難

　大学と業者の意見が一致しても良いではないか，それから　　　賛助員に祖挙された。
　丈部省に働きかけたいo　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）その他
◇山本（宮城支会）蚕糸学科を拡充強化して母校におくこと　　◇山口理市長　本会役員の改選は明年の総会であるが千曲会

◇5騰㌫罐誌鑑職弘、ない、い，こ瓢瓢繕糟鱗！］誌劉跳
　とも大切てあるが，統合した蚕糸学部を上田に抽つように　　　研究しておかれたい。と希望発言があっ1ヒ。
　したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくて全n釈の審議を終了して母袋忠右衛門副理Tli長の閉会
◇松尾理事　繊‘lt農学科を代表して発言，学部の発展のため　　のことばがあった。6‖530分から1h内香i～IITて’ll｜例の懇規会

欝灘；膓9鑑濃号9瓢竃§‖i㌫禦喋は66欄会で⌒卿1刊一はlli〔



＿口和4陶月1日　　　千　曲　会　報（瓢錨翻祐．159（、）
昭和39年度社団法人千曲会歳入歳出決算書　　　　③送　　料

歳入決算額金　　　　　　　　　　　1，284，027円　　　　　　　（4）需　用　費
歳日1沙と多｛［審員金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，030，895｜弓　　　　　　　　　　 2）H王　　似〔　　　8逓

歳入Z㌶瓢1徽繰越金25・・132F・　3）会照醗そ…

＿＿．＿＿　　社団法人千曲会理事長1↓1ロ簸次郎　　　4）講櫛傑儲費

歳　　　　入　　　　一一　　5）研究補助費

」＿＿＿旦．」瀬墓」歪幽∋ば涙下1マ　6）調査費

で．前年度繰越金　50，438

2．萎壽　　　　　　　望壁　746，020

3．入　　会　　金　74，497

4．基本財産利子　85，684

5，施設使用料

6．雑　　」恨　　入

　1）広　　告　　料

2）印　　　税

　3）普通予金利子

4）雑　　　入

　5）名簿売上代

7．寄　附　金
　合　　　計

18，320

309，068

41，740

50，000

721，000

64，000

87，800

19，000

97，700

80，000

　100
4，328　　　4，｜OC

13，000　　13，500

25回゜°P1，・0・

11284，027111040，500

438

25，020

10，497

211，368

228

250，000

243，527

2，116

680

38，260

　7）慶　　弔　　費

4．厚召三施設費

　1）管　　坦　　費

新入会員　　2）光熱水料
186名　　　　3、公租公課

139，450

2，700

50，000

60，520

9，297

16，174

8，415

2，134

5，625

§藷酬‘・酬檀造・職・初97

138，000　　㌔450

10，000

　100

60，000

100

100

　100

10，000

2LOOO

lO，800

5，800

7，400

64，0〔10

聯轍券　6．会費納入交F∫金132，790174，900

60，420

10，497

7，300

　100

10，000

　100

　100

　703

7，826

2，385
3，6661

1，775｝

会員名簿
発行準備
費

100

500

1，000

統令問題
調査費

1’ P付金

42　110、32支｛会交

裡隔亘ご已璽⊇しII塑、…一繭」
中見舞，　　　　　　　昭和39年度基本財産状況

灘2・、予備費　・3，・oo　l・，，00、

会9二随　胴パ｛酬1劇珊薦戸兀読’
圃定資産　　1川4，600円

墾系の構不鯛‥114，・・0

会員名簿　　　土　　　地　　　　563，550

代　　建物『551，050
　　　　　桝6動資産　　　1，1｜1，688

　　　　　　　　歳＿旦＿　 基本金1，川，688
」＿凶灘舗簸い∋減備考合計、，226，28，
L会　　議　　費

　1）代議員旅費

　2）総会需用費

　3）役員旅費
　4）役員会需用費

2．事　務　所　費

　D給　　　料

　2）傭　人　料

　3）旅　　　費

　4）役員交際費

　5）賞　　　与

　6）備　　晶　　i費

　7）消耗品班
　8）会費収金費

　9）通信運搬費

｛0）雑　　　費

3亭　　業　　費

　D会報発行費

95，465

5L600

18，900

17，380

　7，585

240，572

120．090

21，450

40，250

9．170

2，250

14，350

20，‘50

7，472

5，180

471，397

351，580

ω編　集　磯　　4，830

（2）E口　　」811　費　 204，600

97，000

51，800

20，000

｜6，200　　1，180

　9，000

249，200

120，000

23，100

40，500

10，000

　100

3，000

14，500

21，000

12，000

5，000

418，400

348，000

10，000

190，000

　180
52，997

ε，580

14，600

1，535

200

1，100

1，415

8，628

1，650

250

830

　100

750

　150

　550

4，528

5，170

響綴指鵠郡御代田町大韓越

663坪（昭和37《1…12月4目登記済）

木造平象建瓦葺　12．5坪

三三三菱貸f寸信託　　　　　　　　520，000円

〃　 金鼻§f言『E　　　　　　　　　　18，035円

電信電話債券（額面69万円）
　　　　　　　　　573，6531〕『］

45名

15名
基

本

金

項　目1収入1畑已在司騰
前年度繰越金
本年度利子収入

本年度積立金
通常会計繰入金

合　　　計

1，037，19｜

　85，684

　74，497

｜，197，372

85，684

85，684　　1，111，688

習禦査　　　昭綱9鞭酬会計控一　＿、
蹴会　収　　入　1支　　出

項　　目1金　額1項　　∋金　額

　　　　　　　　　　　　　　　　　楓荘備品費　　　　　　　　　　　　　164，567裡

　　　　　　　　　　　　　　16，433

荘標識　　前年度繰越金

　　　　利　　　　　子

領収書　　　合　　　　計 181，000

統合問題調査費

雑費（慶弔費）

合　　　　計

40，000

89，047

4，371

133，418

差引残高　47，582円は昭和40年度に繰越す

　　　　　昭葦039年度特男‖活動資金幸艮告

収　　入　i支　　出
会報11回　　　　　　　　　一項　∋金額已　 目∈額
〈　前鞭繰齢1235・61611就酬噸⇒



⑩砿159（昭和81年6月ユ8日第綱郵便物認可）千　曲　会　報　　　　昭秘陶別日

寄　　附　　金

利　　　　　子

合　　　　計

10，600

246，216

旅　　　　費
募　金　経　費

合　　　　計

5，300　　旅　　費

　　　傭人料
5，300　支会募金

　　　事務費
差引残高　240，916円は昭和40年度に繰越す　　　　　　　　通信費

　　　昭和39年度千曲会菅平部分林管理費報告　　　　　’印刷費

収　　入　1支　　出　消粍融
項　司金’額已＿旦．巨額予備費

一　　　　一一一一　　　一一丁　　雑　　費

前年度繰越金
雑　　　　　入

合　　　　計

101，791

　744

調　　査　　費

管理人謝礼

｜，600　　　　合　 言卜

70，000　　39，210

25，000　　　5，750

500，000　300，480

100，000　　49，170

30，000　　28，200

30，000　　　7，67［」

　5，000　　4，745

20，000

800，000461，1r3

39，210

　5，750

300，480

49，170

28，200

　7，670

　4・，743

461，173

融利子 @襯酬施徽　　・　収　入1支一一・102，535 合　　　　計

…～一 @項　日1金額1備考項　lii退一司垣，堂．

1・960　　　　会員名簿発行麟眠
25，420　…一一……一一一一一一一一一一一一……”肖メ→…へ｛…一…－丁一

28，980　　＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿一一．、．　　　　　　　　＿　　．

差引残高　73，555円は昭和40年度に繰越」す　　　　　　　　　　＿＿　一こ＿

昭綱9年壁生事勤塾趣＿一＿＿＿補助金

理

髪

所

た

ば

こ

」8＿＿2二」　竺＿＿＿旦L＿1五告料
項　∋鑓惨　∋金額i儲禰売上代

前年度繰越金

理髪代収入

合　　　言卜

前年度繰越金

売　上　高

販売手数料

雑　　　入

合　　計

一　　　　　一’w『＼一一一一｝一　　　 “一 @　利　　　　子

　618
78，000

78，618

　5，511

1，123，990

21，95了

　　318

事　務　費

消粍品費
電　気　＊斗

借　家　料

雑　　　費
合　　　計

仕　入　金

運　搬　費

販売手数料

組　合　費

雑　　　費

事　務　費

55，500

4，390

9，718

6，203

2，000

77，811

合　　計

110，000

576，400

351，075

　2，753

1．0401228

一般会言汁

より

13待1二

1令117音8

編　集　徴

印　刷　賀

通信運搬費

支会募金
手　数料
消耗品費
一一 ﾊ会計
繰入金
禽　　計

30，705

460，000

51，662

153，950

27，483

250，000

973，800

2』〔10部

支会還元
金（20％）

一一・ ﾊ会6ト
へ繰入

差弓1残i馨‘　　66，4281〕『｜｝まi∫召‡0404三度に」繰鰹8す

＿＿＿一一一
@　昭和41年度社団法人千曲会歳入歳出予算書

1．043，740

4，040

37，892

2，890

3，070

60，000

1・151，776合　．計i1・151・632

歳入予算額　　　　　　　　　　金　1，450，500円

歳出予算額　　　　　　　　金1，450，500円
歳入歳出差引残高　　　　　　　　　　　な　　し

　昭和41年日月23日
　　　　　社団法人千曲会理事長　山口定次郎

歳　　　　　入

差鵬 蛹tｯ）及び14椚（たばこ）囎晒度・．蔽繰・越豆
一　　＿、　　　　．一」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿項　目障馴｛∫鰍i埋減1儲

鰍火災復顯鎌鞭報鵠㈱40・印即日）　2・会　　費

塁嬬　塞3’；ll漂　　・・入会金

：㌶管状況雛隠璽li繊麟
．　　　収　　　　入

6．会報広告料

項目曄額殿畠1曝副紺剣‘箭考　D印　税
一　　7．雑　　収　　入

璽：：：ll：：：灘；1：：；：：議醗1響

60，000

990，000

200，000

100，370

20，000

50，000

29，137

　4，500

20，000

　4，630

　1，000

｜，450，500

50，000　10，000

850，000｜40，000

80，000120，000

90，600

20，000

67，000

158，900

　100

9，77∩

　4，300　　200

150，000

　4，500　　　　130

　1，000

L317，500｜33，000

i7，000

129，770

　100

130，000

（1．800

＋180）

×500
200人×
1，000円

基本財
劇，494
000円

100部

．　支　　　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　　　出



＿竺i1‥□　　　千　曲　会　報（昭零031庄F［6月18日第3穣郵便物駆可）茄．159ω

　　1）代議員旅費

　　2）総会需用費

　　3）役員旅薮

　　4）役員会需用費

「2．事　務　所　費

　　1）給　　　　料

　　2）傭人料
　　3）旅　　　　費

　　4）役員交際賀

　　5）賞　　　　与

　　6）備　　品　　褒

　　7）消総品費

8）会費収金費

　9）通信運搬費

　10）新入会員

　　　　　歓迎費

3，事　　業　　顕

　1）会報発行費
　　（1）編　集　費

　　（2）PIJ　　　』1｝II　　　殴

　　（3）送　　料

　　（4）儒：用　聾

　2）出　　版　　費

　3）会．員名簿

　　　　　発行費

　4）講演講習諸費

　5）研究補助費

　6）調　査　費

　7）慶　弔　費

4．厚生施設費

　D備　品　i費

　2）管　理　費

　3）光熱水料

　4）公租公課
5．基木財産造成費

6．会磯納入交付金

7．予　　　備　　　i費

　合　　　　計

100，000

35，000

85，000

30，000

393，600

180，000

40，000

100，000

15，000

　　100

　2，000

1F，000

15，000

15，000

11，500

333，200

253，000

　5，000

138，000

100，000

10，000

　　100

70，000

　100
10，000

45，700

18，000

13，000

6，200

8，500

200，000

208，000

　20，000

｜，450，500

60，000

30，000

60，000

30，000

380，000

180，000

40，000

63，000

15，000

　　100

　5，000

20，000

31，000

15，000

11，500

424，900

364，500

　1，000

202，5ω

138，000

14，000

　　100

50，030

　100

　100

　100
10，000

44，500

20，000

1］，200

5，800

7，560

80，000

187，500

　20，000

L3｜7，500

40，000

5，000

25，000

13，000

37，000

20，000

1，200

1，800

　400

1，000

120，000

20，500

133，000

3，000

5，000

16，000

91，700

川，500

　5，000

64，500

38，000

4，000

100

100

2，000

50人　　蝋擢利子
10人　　　3・雑　　収　　入

　10回　　　　当座予金利子

　　　　　　　雑　　　　入

　　　　　4．寄　　付　　金

　　　　　　合　　　　計

244，786

　2，126

　2，126

358，623

244，800

　2，100

　2，000

　　100

320，700

26

126

37，923

14

100

電話｛責～

券額面

認凛
託10万

50人　　　　　　＿一　　　．　歳　　　　　出

項＿∋糊額1予聯「増1払小拷
　　　　　1・事　　務　　費

一　　　　　1）手当及び旅費

用雪筒　　手　　当

振替　　竺　　費
　用紙　　　2）需　　用　　費

切…手，　　　　　消柁品費
電話料　　　通信運搬費

　　　　　　　雑　　　　費

　　　　　　3）会　議　費

　　　　　　　会　識　費
　　　　　2．琳　　業　　費

・回　1竃曇成及び

　　　　　　2）学会講演会費

　　　　　3．予　　備　　費

　　　　　　　予　備　費
鞠ト・・翌年度繰幽
　　　　　　　翌年度繰越金

　　　　　　合　　　　言卜

35．524　　36，700

13，060　　　13，200

7，200　　　7，200

5・860　　　6，000

8，512

3，750

2，712

2，050

13，952

13，952

160，000

140，000

20，000

163，099

9，500

4，000

3，200

2，300

14，000

14，000

238，000

168，000

70，noO

10，000

10，000

36，000

163，099　　36，000

358，623　320，700

127，099

127，0gg

37，923

　140
　988
　25〔｝

　488

　250
　　48

　　48

78，000

28，000

50，000

1，176

　1401

　　｝

10，000

10，000

5名
学術舗
演禽

　4回

昭和40年度へ繰越金　163，099円

昭和41年度財団法人上田繊維科学振興会歳入歳出予算書

侃醒繕　嚢§繕残高　・・曇璽；：1魑

歳　　　　　入

．旦　　日1李㌶1聖鑑1増1滅｜ψ　1考

（1，800　　1・前年度繰越金

店鍋　前触繰越金
　×0，7　　 2・基フ｛⊆∬オ産矛‖『F

　　　　　　　基本財産利子

昭梱鞭財団法人上醐維科学振興会歳入歳出決簸　緋収入
　歳入決算額　　　　　　　　金358，623円　　　　　　当座予金利子

　歳出決算額　 金358，623円　雑入　翌年度繰越金　　　　　　　　　　金　163，099円　　　　　4．寄　　付　　金

歳　　　　入　　　　　　　　　　　　寄　付　金

旦　・決酬綱い∋川薦一一
合　　　　計

75，000

75，000

244，800

244，800

2，100

2，000

　100

　100

　100

322，000

70，000

70，000

24〈，800

244，800

2，100

2，000

　100

　100

　’100

317，000

5，000

5，noO

5，000

1．前年度繰越金 111，711 73，800　37，91｜

電話債券
3，300．000

円
’貸付信託

　100，000

　　　円

歳　　　　　出

前≧齢111，・117・80・37，・・1　　旦．一」L屋蓮塵轟1凶減｜備マ
2・基本財産利子2M86244・8°° @1・　1・事務費L・・・…1・⇒1・・0・ll
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1）手当及び旅費

　手　　　　当

　旅　　　　・費

2）需　用　費

　消　耗　品費

通信運搬i費

雑　　　　iぼ

3）会　議　費

　会　議　費

15，600

9，600

6，000

10，aoO

4，300

．3，ξ00

2，61〕0

17，000

17，000

15，600

g，600

6，000

9，800

4，300

3，200

2‘300

16，000

16レ000

500

200

　300

1，000

1，000

　　　　　2．事　　業　　費
謝金

　　　　　　　研究助成及び
　　　　　　　表彰費

文共費

議ll　議講演会補

料400円
　　　　　3．予　　　備　　　費

　　　　　　　予　備　費
1，700円　　　　合　　　　　　6卜

　×10回

251，500

181，ぴ00

70，000

27，60〔〕

27，600

322．000

248，000

178，000

70，000

27，600

27，6加

317，000

3，500

3，500

5，000

研究助成
費30，000
1『）く5W｜：

表形31，5

00円1件
学術講1寅
ノ㌔20，00〔〕

円×2回
特別講i寅
会3｛］，000

111閲

　　　　第26回千曲会総会出席者　　　蕊？譲よ熱㍑if㌫恕1蟻濃ぽ元1講霊1㍑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）　　　　失・竹内漸‘・香山宿不11・Zτ沢炎徳・蓉掘反酌：・…・川n玲・：｝卜

（北奥）石塚亮，　（宮城）山本友之丞・大槻茂雄，　（福島）　　　沢帯三i三・茅型r清三三郎・島田林∬力・小・1‘lll太1吻，　（更jt1iD湯原

塩瀧，　（栃木）岩下嘉光，　（群馬）浜非寿夫・市川信一・5者　　　淳・池田俊郎，　（北信）中防巫・戸ll田三行・宮沢．・倒㌦鮭・清水

坂哲郎・岸1隣弥，　（茨城）前沢康雄，（埼三1ミ）武田一好・（東　　　氾夫，　（安聾［）鈴木彦佐・窪田厚，　（訓㍑加花1判作弥・小｛公

京）宮下久吉・金沢lln三郎，（千葉）〕党沢正人，（神奈川）　　忠宰・吉沢英三，（本部）小泉清明⇒Pll新太郎．山1川三次

松崎滋，　（静岡）小出直人・小林進，　（愛知）鈴木；：ξ、・沓掛　　　郎・荻原清治・田口亮平・｝’人尾卓見・小lll長ヵfli・川∫川博・北

久雄・田村義隆・小Ul〔［1峻・倉島紀富・岡Ill喜六，　（三重）　　　条借正・関博夫・4なlll寛・不1川博・坂rl育三・繊藤憾久・∫lf

町田幹芳，　（京滋）宮沢lll肌　（近畿）江ロ晴雄，　（三丹）森　　　平福紀・山崎嘗録・大谷隼人・｛1井嬰施・1［f6ノ駕・川中一・行

力男，　（兵庫）石井昭衛，　（山陽）江野村一・雄，　（宮崎）叩　　　・田中茂光・三三石賢・松沢秀二・押金健吾・日田衛二・小林

島茂，　（熊本）原旧正彬，　（北佐久）大山副い土屋i茂一’郎・　　　勝’金井清’一之瀬陵i典・ψ6沢達夫・隅井注芳・ノ」・山よ1メ子

小山俊吾・相場実志男・竹重為彦，（南佐久）前鳥正直・松　　　・小林倫子。

　　　本会　記事　　○袈1ミ謂1；§懇竺試験場ヒ破（嘉灘灘謬熈瓢禦：，欄1醐

　　　　監　事　会　開　催　　　　　　　O杉山…雄（群1鳴蚕糸製造KK社長）12　　究　坂城小学校　中山洌，東部中学校

11月17醗事魏開f崔した，・1ヒ条五郎　月17昧会・　　　　　　ll’1木鋤G・胤撒捌旨潮

金費について監査し午後5時30分無事終　京）申島退（糸16・北信）星野拓弘（糸　　　　繊維学部充実などで要望書

了した・　　　　　　　　　　　　16・北佐久）矢野栄輝（糸1了・安筑）鎧　　　一上田商工会議所一一

＿上田繊維科学振興会理事会開催　　　塚好作（蚕22・富山）　　　　　　　　　12月7日上田商工会議所は議貝土↓」協

長11㌫舞欝蒜：耀母校二＿ス　蓑㌶≧驚議響灘窒籔

欄告す・・とに決定品　　翼鷹援纏蕊議鵠襟．繊継撒酬崔
。藤㈱論嚇嘉綱合、i、‡ぎ8蹴小綱酬部；〈寳灘懸曝1；㌶

：1難§騰欝：：：ll灘撫雛竃lil灘1織

　ロン漁綱からこん度日本レイヨンKK　　布　中込中学校　木内英一（小山教授　　　繊維機械学会信越支部秋期講演会

　本社蚕糸部に転勤，11月22日来訪。　　　指言勘　　　　　　　　　　　　　　　　　ll月11日当学部35番教室で開1｛量され，

○赤尾文顕氏（広島県地方労仏委員会事　（4）花色発現に関する遺伝生化学的研究皿　11件の研究力こ発表された内学部関係の研

務蹴謙長）は長野県に出張の途欠　松代徽細艮（長島助教授‡旨源）究は9件であった。12日は繊系僻会と共
　11月25日来訪。　　　　　　　　　　　（5）ユリの交雑種和性の硫究　小諸高‡交　　催で特…別講演会カミ行れた。



昭和陶月口　　　・千　曲　会　報（灘撒翻）肱159ω

　　　　　支会便り　欝罐㌶㌶竺（化藁あ蕊㌶瓢≧も1
．・ @兵殿会総会記　糸蕊㌫畠‖；。禦翼慧㍍；蒜1、i蹴後とぽ蹴…

1灘；竃懸灘纏1；灘！議竃藤㌶li轍：；蓮1竃撒㌶灘i嚥i

・1驚織齢1欝灘鷺i雛議讃繊藷翼撫：灘繊1籍

遵竃禦；欝朧ill竃轍羅懲曇ジ㌔・無㌫掲竃

φ21難謙竃螢議㍉罵こ‡麟；き：∵㌶　・…活ll藷元曇1㌶エ、

　　　　　愛知支会総会　。議纂麟撒塁璽禦　燃‡纏ぷ
　　昭和40年度千曲会愛知支会総会は11月　のあと恒例の酒宴が開かれたが，話題は　　　　竹内　一誠（学蚕5）

1　14日午後1時から名古屋駅前中小企業セ　その蚕糸教育一点張り，酒が廻るに従っ　　　　　　　　全

　ソターで会員40名が出席し，本会から白　て声が大きくなり，針塚精神を強調する　　　　緑川　義男（学蚕6）

　井美明先生を迎えて開催された。　　　　先輩，こんな大問題を殆んど知らされな　　　　　　　全

　　まず小山田支会長から，最近の千曲会　かったことを怒る若人，全くケンケンゴ　　　　伊藤　義正C灘萎8）

　の動向を内容とした挨拶があり，白井先　オゴオ，オィ俺にも喋らせろッを繰り返　　　　　　幽亘理高校の先生
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　　　　　会員動静　　　　　　‡瓢脚7の5）
森亮平蚕17埼⊇玉・⊇南中・一・93小松正敏糸24近畿 增G；≧㍊鋤；1ξ

酒井雛卸赫！卜酬、、1巡（鯨嶋献久夫学糸い取訪蜘・郷㈹岡谷・1演
　　　　　　　　　　　　撒㌶㌫負1麟卿屯⌒・近畿塁㌫鐘蹴1荻市

醐芳繊18軸竺社嫌・ツシ酬．　　　　6；罐漂8識㍊
　　　　　　　　　　　　蕊議羅戊：2籠謬；　　　　市千・蹴掴5酬随

金井保一丹 U撫　一付一人学一嘘欝1㌶岡
湯原理三頭　36群馬　獅丘協同組合千llll相召問出張
　　　　　　　　　　　　所（住）沼田市材湘ll∫32の10

県　　和一学蚕7　R取訪農林省農事試験場ill鈴地支場
　　　　　　　　　　　　　（長里r膓1込茅‖［f了1ゴ三匡戊ll）

一之瀬高房　機　1　化佐久　北佐久地方事務所（長野りi』北

　　　　　　　　　　　　佐久郡浅間町）　（住）長！ltf県

　　　　　　　　　　　　小県郡東部町西海野23
宮坂美寿雄　糸　16諏訪　岡谷コブラ工芸織物KK取締
　　　　　　　　　　　　役社長（岡谷市加茂川丁3の2

　　　　　　　　　　　　の21）岡谷味1㈲KK代表取締
　　　　　　　　　　　　役（岡谷市天竜町2の2（住）

　　　　　　　　　　　　岡谷市東銀座2の8の4
　　　　　　　　　　　　電2115
矢野　栄輝　糸　17　安　筑　片倉富士紡ローソンKK（松

皆様の百貨店

上田…

魏臥鵬
　　　　竃シレ針

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　　TEL塩田650
　　社長　増　島　芳　美

　　　　　　編　集室　よ　り
　1966年の新年を迎え母校の発展と本会の隆愚を期ド∫し，

会貝皆様のいよいよご健勝ご活限を祈念いたします⑪
正月号には小泉学部長の母校この一年の動きに多事であっ
た学部と新しい年えの計画と力強い構想が寄せられた・U，1

口理事長からは新年を迎えて巻頭欝を寄せられた。第26回
定期総会議題の焦点であった蚕糸教育の改蕗については総
意を反影して前進を望む。すでに地元では長野ハ良議会，上
田商工会議所，上田11∫識会でそれぞれ統合の場合上川を中

心として蚕糸研究機関のセンターとするよう強い要望が関
係プ∫面に提撫された。新らしい大飛躍の年としたい。

　　編集委員　小林　尚一，竹川　　寛，：衙川　　博
　　松沢　i秀二，武井　隆三，金戊1：　清，一之瀬随興
　　小笠原真二，篠原　房江，白井　要範

為替のご用は

　　はやくでたしかな　　　　i
　　　　富士をご利用下さい　　1

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金　　　　1

ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　上田市原町

　　　皆様の⑳藍士銀行上畦店1
＿＿　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　＿1

海外に飛躍する

北野建設株武金社
取締役社長　⇒ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524
東京都中央区銀座1の5北野ビル

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ピル

松本・高田・ジャカルタ


